
NotebookLMの安全性の確立と基本操作

2025 年12 月9日
株式会社ビジネス・ナビゲーター

主任コンサルタント
奈良 周平



2

講師紹介

攻めのウェブマーケティング（売上獲得）×

守りのDX導入（費用の低減）を提案し、ハン

ズオンを中心に支援活動を展開。

富士通グループのシステムエンジニアを経て

2019 年に独立。

独立行政法人中小企業基盤整備機構 中小企業アドバイザー

東京都中小企業振興公社 登録専門家

福岡商工会議所 デジタル化相談窓口登録専門家

福岡商工会議所、熊本県商工会連合会、宮崎県商工会連合会、鹿児島県商工会連合会等の

セミナー実績多数

Ἶ Shuhei Nara

「中小企業診断士」×「上級ウェブ解析士」
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ĢŢĹĢķĶę ŎľĹēĶĨĚ'

取引先との大事な会議は
録音できたけど、

製品マニュアル、補助金の
資料…

お客様からのよくある質問

ҡỎ ḉᾙ

ṥ→ Ỗѕ

╧ ᵴ פֿ ε

Ỗѕ Ἠ
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NotebookLMľđĹĮ╧ ĽƚƭƙƉŻű(

ỉ

基礎的な使い方をマスターして、事務作業
を効率化しよう！

NotebookLM は“資料を元に正確に答えてくれるAI ”

╧



5

Žơƌ:ĽŶ:ƭ

NotebookLMĽѯ ĹẠē šὌ ĨŚ
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1.NotebookLM

アジェンダ

2. ᾴѪԃ ᶂ2.NotebookLM Ạ

4. Ỗ ˋ

2. ᾴѪԃ ᶂ3.NotebookLM Ạ Ỗ
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NotebookLMķľ

NotebookLM ỡ Ἢᴽ כ ỉ δ

ỡ ỉ ᴽ ᴳ

╝

Google ṥ

᷈Ѿ AI

ỉ ᴽ ∆ϯ

AI

ͭ∞δ╝

ṃפֿ

ᵅ ε
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NotebookLMšẠĕķĢŢĹĢķěĶĜŚ

γҡ ḉᾙ −→

音声や動画データを元に議事録や報
告書を数分で作ってくれる

Ἆ ҉ ѯ ỷ ͒

交通費や休暇申請などの方法を、アッ
プロードした社内規定から教えてくれる

῾ ͕ ḱ

ウェブサイトやPDFの情報を横断し
た調査レポートを作ることができる

ʼᾙ ѪΪᾙ ͮᾙ ṥ→

過去の提案書や報告書をアップロード
すると、同じ形式の新しい提案書を自動
生成できる
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ˢ Ĺ−→AIķNotebookLMĽ˙ē

ε
ṗ

事前に学習した膨大な情報から、必要
な情報を取捨選択する。

基本的に学習に利用される 基本的に学習に利用しない

分からないことを質問すると「分から
ない」と回答せず、誤った回答を出
力することがある。（ハルシネーショ
ン）

−→A I NotebookLM

῾

ε
∙

例）ChatGPT5 の場合は、2024 年10 月1
日までの情報を元に回答してくれる

ユーザーが登録した情報のみ。

登録した情報を元に正確に回答しよう
とする。登録した情報に存在しないこ
とを質問しても、「記載されていない」
と教えてくれる。
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NotebookLMĽὶ Ủכ

以下の順に利用開始から各出力形式を紹介します

ϋầ Ạ

ͭ∞δ╝

Ϊδ╝

ỉ



ϋầ Ạ
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ōĶĽ ś

Google アカウントを新規作成する

NotebookLM のウェブページまたは
アプリにGoogle アカウントでログイン
する

登録完了

https://notebooklm.google.com/

STEP 1

※既にGoogle アカウントを持っている場合は不要です。

STEP 2

STEP 3
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NotebookLMĽẠē

調査・分析したい情報を

アップロードする

STEP 1

Å書籍ファイル

Å音声ファイル

Å画像ファイル

ÅGoogle Workspace

ÅURL

(.pdf / .txt / .md など)

(ｍｐ３ / .wav など)

(. png  / .jpg .jpeg など)

(ドキュメント、スライド)

(Web サイト、Youtube 動画)

NotebookLM に

質問する

STEP 2 STEP 3

多様な形式で

回答してくれる

音声解説

動画解説

マインドマップ

レポート

フラッシュカード

テスト
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NotebookLMĽΪ ķ Ῐ

NotebookLM の画面は大きく４つに分かれています。各部の役割を確認してお

きましょう。



NotebookLMĽΪ ķ Ῐ

ノートブック

特定のテーマに関するソースを集めたものです。調べたいことやまとめたい情報ごとに

作成します。各ノートブックは独立した存在になっており、複数のノートブック内の情報を

横断的に扱うことはできません。



NotebookLMĽΪ ķ Ῐ

2

2 ソースパネル

回答を生成する時のもとになる文章や画像、音声が登録されています。基本的にここに

登録された情報が回答を生成する際のAI の知識になります。

チャットパネル

AI とチャットで会話するときに利用するパネルです。画面下のボックスに質問をすると回

答が表示されます。



NotebookLMĽΪ ķ Ῐ

Studio パネル

NotebookLM の各機能を使うためのパネルです。「音声概要」や「ブリーフィング・ドキュ

メント」など、情報を出力するための機能、「メモ」など情報を追加するための機能があり

ます。
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ſ:ŻšŤƅƙƯ:ƋĨŚ

ソースパネルの「＋ソースを追加」を押下します。

※チャットパネルの「ソースをアップロード」からも同様

に追加することができます。

PC内にあるファイルまたは、アップロード

するソースの形式を選択してURLなどを

追加します。
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ŤƅƙƯ:ƋĶĜŚכỦ

種類 対応形式

書類ファイル PDF（.pdf ）、テキスト形式（.txt ）、マークダウン形式（.md）な
ど

音声ファイル MP3 （mp3）、WAV（.wav ）など

画像ファイル PNG（.png ）、JPEG（.jpg ／.jpeg ）など

GoogleWorkspace ドキュメント、スライド

URL Webサイト、Youtube 動画
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ſ:ŻšŤƅƙƯ:ƋĨŚ

ソースパネルの「ウェブで新しいソース」をからイ

ンターネット上の情報を収集することができます。

ウェブだけでなくユーザー自身の

Google ドライブのコンテンツを検

索したり、リサーチのモードを選

択することができます。（リサーチ

のモードについては資料後半で

説明）
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ſ:ŻšᴩṮĨŚ

①調べたいことを入力して「送信」を押下します。

②検索してくれた情報ソースの候

補を表示します。

そのままソースとして登録すること

も可能です。

2

③インポートをクリックしてソース

に登録



ſ:ŻšᴩṮĨŚ

22

情報ソースとして登録

登録した情報の概要が表示される



ƃƥƅƊƓƏƭĽ ĚŘỷ ĨŚ

23

チャットパネルの入力欄

に質問を入力する



ỷ ĦĮ῾ šSƣƤTĺ ĨŚקּ

24

回答が出力される
引用元が表示される

回答を保存したい場合は

メモに保存をクリック

メモに保存される

※保存したメモをソースに登録

することも可能



γ Ľ šֳřͮġŚ

25

ソースに登録された資料だけでなく、チャット欄で出力された情報も加味して回答が出

力されます。会話を深く掘り下げたい場合は、同じチャットで情報を掘り下げると、より

詳しい情報が表示されます。

より詳しい内容を求める質問を

入力する

これまでの回答を踏まえて、新しい

回答を生成する



‫ĦēƃƥƅƊĺ╕ř ėŚ

26

新しい話題に変えたいときは、過去のチャットの情報が邪魔をすることになるので、3点

リーダーをクリックして、チャットの履歴を削除。その際、過去のチャットは消えてしまうの

で、気になる回答は「メモに保存」ボタンを押して、保存しておきます。

「更新」ボタンや3点リーダーをクリッ

クして「チャットの履歴を削除」で、過

去のチャットを削除する

メモに残したい回答は、このボタンを

押して保存する。



ĨŚỷ ĽƟŦƵƊ

27

様々な回答の中には、専門性が高かったり、難しい内容が記述されていて、回答を理解で

きないこともあります。また、回答情報が膨大で、読むのに一苦労といったことも。その場

合は、入力する指示文を工夫することで、読みやすい、理解しやすい回答を出力してくれる

ようになります。

高校生でも理解できる内容で回答してください。

出力された回答が難しい

要点を絞って、簡潔に回答してください。

出力された回答が長すぎて読めない

指示文

指示文



ε ŻƁŦƭš ε ĨŚĽěἪѕĹŘ

28

クリック

カスタムをクリック

回答のスタイルを設定

※回答の長さも選択可能



ͭ∞δ╝



ͭ∞δ╝

30

アップロードした資料の主なトピックについて、2人のAI ホストが深く掘り下げて議論す

る、詳細なオーディオ形式の要約です。客観的にソースの内容を反映するように設計さ

れています。



ͭ∞δ╝

31

いずれかをクリック

音声解説が再生される

2



ͭ∞δ╝

32

音声解説の内容をカスタマイズして生成することも可能。



Ϊδ╝



Ϊδ╝

34

ノートブック内のソースを、AI ナレーション付きのスライドの動画に変換する機能です。
複雑な情報を明確で理解しやすいコンテンツに凝縮し、魅力的なビジュアルで資料を
深く掘り下げることが可能です。

動画解説が生成される

いずれかをクリック

2



Ϊδ╝

35

スライドを生成して読み上げ

る動画を見ることができる



Ϊδ╝

36

動画解説の内容をカスタマイズして生成することも可能。
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ƠŦƵƋƠƅƙ

38

ソースに登録した情報の全体像を、見やすい形で表示させたい場合は「マインドマップ」

がオススメです。ソースから中心ポイントと、その関連情報を出力してくれます。

2

Studio パネルの「マインドマップ」

をクリック

「マインドマップ」化された情報が

表示される



ƠŦƵƋƠƅƙ

39

以下のようにマインドマップが作成されます。

῾ ὶ ᶣַͯא ỗ ṥ

「＞」をクリックすることで、階層を掘り

下げてトピックを表示してくれます

気になるトピックをクリックします



ƠŦƵƋƠƅƙ

40

クリックしたトピックについてチャット欄

から詳しい説明を求める質問を自動で

してくれます
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ƮƟ:Ɗ

42

レポートは、収集したソースを元に様々な形式で要約してくれる「ブリーフィングドキュ
メント」を出力する機能です。ノートブック全体の概要、主要なテーマ、重要ポイントなど
をまとめた文書を、素早く作ることができます。

レポートをクリック
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ƮƟ:Ɗ

以下の様に、出力するレポートの「型」を選ぶことができます。



44

ƮƟ:Ɗ

レポートが表示される

2
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ƮƟ:Ɗ

ソースの内容をもとに、ブリーフィング資料としてレポートを生成してくれます。
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ƗƫƅŹƧŭ:Ƌ

47

2

Studio パネルの「フラッシュカー

ド」をクリック

「フラッシュカード」が表示される

アップロードした資料やノートからキー用語、日付、重要概念を抽出して、一問一答形式
の学習カードを自動生成します。表面に質問や用語を表示し、裏面で答えを確認できる
ため、記憶定着に効果的です。



ƗƫƅŹƧŭ:ƋĽẠē

48

「フラッシュカード」が出力する問題と回答が、カード両面に記述されています



ƗƫƅŹƧŭ:Ƌ

49

フラッシュカードの内容をカスタマイズして生成することも可能。
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ƈŻƊ

51

「ウェブページ(html ページ)」や「PDF」など既存の資料を利用するとAI がテスト（クイ
ズ）生成してくれます。4択の選択テストが作成されます。問題にはヒントもついてます。

Studio パネルの「テスト」をクリック

2

「テスト」が表示される
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ƈŻƊ

ソースを元にテスト問題が作られます。
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ƈŻƊ

テストを終えると結果が出ます。

結果を見直すこともできます。

テストの難易度や問題の内容を

カスタマイズする指示を出すこともできます。
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ŦƵƗūŲƫƗťƅű

55

アップロードしたソースの複雑な情報を1枚の魅力的なビジュアルサマリーに変換し、主
なポイントの理解やデータの視覚化、各ポイントの関係性を表現します。

Studio パネルの「インフォグラ

フィック」をクリック

2

「インフォグラフィック」が表示される



ŦƵƗūŲƫƗťƅű

56

NotebookLM の使い方に関するソースから生成されたインフォグラフィック。1枚の図に、
網羅的に分かりやすく情報が表現されています。



ŦƵƗūŲƫƗťƅű

57

インフォグラフィックの内容をカスタマイズして生成することも可能。



ŦƵƗūŲƫƗťƅű

58

詳細（ベータ版）で出力したインフォグラフィック。標準と比較すると、情報量が増えていま
す。



ỉ

59



ŻƫŦƋỉ

60

アップロードした資料やノートの内容を基に、洗練されたプレゼンテーション資料（スライド
デッキ）を自動生成する機能です。

Studio パネルの「スライド資料」

をクリック

2

「スライド資料」が表示される



ŻƫŦƋỉ

61

資料の要点を抽出し、効果的なスライド構成やデザインで内容を整理・提示するため、
共有やプレゼンにすぐ使える形で提供してくれます。ダウンロード時はPDFファイルにな
るため、手作業での修正はできません。



ŻƫŦƋỉ

62

スライド資料の内容をカスタマイズして生成することも可能。



ŻƫŦƋỉ

63

同じソースで「プレゼンターのスライド」を指定して出力したもの。
各スライドにキャッチコピーのような一文が付いています。
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[ẇᶳ] ķ Ľ˙ē

無料版
NotebookLM

有料版
NotebookLM Pro

ノートブック数 １００ノートブック ５００ノートブック

ソース数 ５０ソース/ ノートブック ３００ソース/ ノートブック

語数 ５０万語/ ソース ５０万語/ ソース

チャットクエリ ５０回/ 日 ５0０回/ 日

音声生成 ３回/ 日 20 回/ 日

動画生成 ３回/ 日 20 回/ 日

チャットのみ共有 × 〇

高度なチャット設定 × 〇

ノートブック分析 × 〇

NotebookLM  Pro

ľᴘϼ2,900̳?G2025 11ᴘỖ H
Ľ ŷ:ƕŻĶľĹĞ Google AI Pro = Google WorkspaceĽŷƘŻűƬ

ƙŹƩƵĺѝōśŚ ĶĨ!
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1.NotebookLM

アジェンダ

2.NotebookLM Ạ

4. Ỗ ˋ

3.NotebookLM Ạ Ỗ
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NotebookLMšῲἪĺẠĕĮŐĽƟŦƵƊ

NotebookLM を上手に使うためのポイントは以下の３つです。

ᴒ ̼ ῾

ἽὝ

῾

ϯ ↔



67

šᴒŐŚ

便利なNotebookLM ですが、思いつくままに使ってしまうと「なんだか情報をうまく整
理できない」と感じることがあります。こうならないようにするためには、まずは目的を
明確にすることが大切です。

ẬῺ פ

ү ↔

ѪΪᾙ ṗ

目的を決めることで、初めて皆さん専用のヘルプデスクとして働いてくれる
ようになります。
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ĺ̼ĲĮ῾ $ſ:ŻšἽὝĨŚ

目的が市場調査や企画立案のように、手元に十分な資料がない場合は、外部の情報
を集める必要が出てきます。そのときに大切なのは、やみくもに検索して集めるのでは
なく、信頼できる情報源から収集することです。

ěᾙēĮĽĚŞĚŘĹēŷŦƊ
œˋᴳķỎỸěḥĥĲĮҊỎ

ԃφ $ỡộ $ḊĽ ᴁ$
“ Ľ᷈ēѪԃŷŦƊ
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ŨũƘĚŘĽſ:ŻᴩṮĽẠē

NotebookLM はGoogle 検索とは検索方法が異なりますので、特徴を理解して上手
に活用しましょう。

キーワードを並べるとそれに合うページを
探す仕組み。単純なキーワード検索は、文
脈や細部のニュアンスを十分にとらえき
れない

Google ᴩṮ ῺḀ

「飲食店SNS 売上アップ方法」

NotebookLM ᴩṮ ῺḀ

“あなたの意図（どんな情報が欲しいの
か）”を読み取って探します。ふだん話すよう
な文章で伝えるほど、正確に探してくれると
いう特徴があります。

「飲食店がSNS経由の売上を伸ばしている

要因を、成功店舗の実例やデータを使って

分析している信頼性の高いレポートを探して

ください」
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FastResearchķľ

ソース検索機能は、FastResearch とDeepResearch があります。いずれも「ネット

上の最新情報を集めて、理解しやすく整理してくれる」点は同じですが、使う場面と精

度が異なるのがポイントです。

FastResearch

V 簡単な調べ物をサッとまとめる

V 市場の概要を短時間で知る

V 「まずは方向性をつかみたい」と
いう場面で役立つ

ˋ

V 深掘りは弱く、調査範囲も広くない

V 1回で集められる資料は最大10 件まで

V 無料で公開されているウェブページが中
心（有料記事・会員限定ページ等の収集
は不可）

Ὣể ϖ ♬ꜙ Ỗ Ḁ
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ſ:ŻἽὝĽŵƆ%FastResearch

¸ 1度に１０件まで

¸ 早いが浅い

FastResearch

V漠然としており情報が雑多になり
がち

ʣ

Vテーマを絞ると収集する情報の内容
も濃くなる

「地方商店街が行う“夏祭りイベント”の来場者

増加のための基礎的な集客方法について、直

近3年間の地方自治体の事例や公的資料から

調べてください。」

1 ᶰ

˞ ѻѕ Ῠ Ằ

信頼できる情報源（公的機関など）を書くと精度UP

「夏休み集客 方法」
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DeepResearchķľ

DeepResearch の実装により、「外部情報の探索」から「資料化」までを全自動で行

うAI エージェントへと進化しました。

ˋ

ỉ ḗ ᶓ ṥ

Ỗѕ

DeepResearch

V 専門性の高い情報や信頼度の高いサ
イトを優先して調べる

V PDF・スプレッドシートなど社内資料を
読み込ませて連携できる

V 調査の計画を立て、段階的に深掘りし
てくれる

V Fast Research より調査に時間がかかる

V 依頼内容が曖昧だと成果物の質が落ちる

V “深掘り”ゆえに調査結果が長くなる

V 無料で公開されているウェブページが中心
（有料記事・会員限定ページ等の収集は不
可）
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ſ:ŻἽὝĽŵƆ%DeepResearch

¸ 調査計画をAI が立てるため、意図を文章で詳しく書く

¸ 情報源の種類を指定すると調査の方向が安定

¸ 情報量が多いので、最後に「要点の整理」も指示すると便利

V範囲が広すぎるので、収集する
焦点がボヤけてしまう

ʣ

Vテーマを絞ると収集する情報の内容
も濃くなる

「小学生の体力づくりに効果がある習い事に

ついて、スポーツ科学の研究・学校教育の資

料・専門家のインタビューを中心に、人気種目

ごとのメリットと注意点を深く調べてください。

過去5年以内の資料を優先し、最後に比較ポ

イントをまとめてください。」

「おすすめの子供の習い事を調査して」

DeepResearch
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[ẇᶳ] ´Ľ−→AIķAIŪ:źũƵƊĽ˙ē

種類 できること 例（夏休み旅行で比べると）

´ −→AI

質問に答えたり、文章を作る

など「指示されたことだけ」を

する

「おすすめの旅行先を教えて」→答える

「宿泊先も探して」→探す

「予算に合うものに絞って」→絞る

※そのたびに指示が必要

AI

状況に応じて自分で考え、次

の行動を選びながら仕事を

続ける

「夏休み旅行を計画して」

目的を理解（自動）

候補地を調べる（自動）

移動手段・費用・宿泊を比較（自動）

予定表をつくる（自動）

予約案まで一気に進める（自動）
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Ķőſ:ŻšἽὝĨŚẰỞšᶳėŚĽľ Ħē

「自然文で丁寧に…」

と言われても…「信頼できる情報源を指定して…」

Ῑ

ṥ

Ỗ

−→AI ẰỞ ᶳ
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生成AI に入力する「指示文」のこと

プロンプトとは

V 何をどのように書けばいいか分からない

V AI が理解しやすい文章構成が分からない

V そもそも文章を考えるのが苦手

プロンプトの書き方で、出力の精度が大

きく変わるが、狙った回答を出力するプロ

ンプトを考えるのは難しい

生成AI にプロンプトそのものを考えてもらう
方法のこと

メタプロンプトとは

V 自分で書くのが難しいのならAI に考え
てもらうという発想

V 数回のやりとりで緻密なプロンプトを作
成することができる

V 経験や知識がなくてもAI が学習した膨
大なデータを元に考えてくれる

生成AI は文章を生成することが得意。
つまり、プロンプトの作成も得意
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Fast/ DeepResearchĶẠėŚ ĹƣƁƙƯƵƙƊ

NotebookLM のソースを検索するためのプロンプトを考えてもらうために、汎用的に
使うことができるメタプロンプトの例です。

あなたは、「プロンプトマスター」です。以下の条件を元に、NotebookLM からウェブで新しいソースを

収集するためのプロンプトを作成してください。条件が足らない場合は、必要な情報を私に質問してく

ださい。但し、質問のやりとりはできるだけ少なくなるようにしてください。

# 利用する検索モード

{FastResarch } or { DeepResearch }

# 出力形式

①目的、②調査条件をマークダウン形式で出力してください。

# 調査の目的

{ユーザーが入力}

# 収集条件

①{対象範囲：日本全国・特定地域・業界など}

②{期間：直近◯年・最新情報など}

③{収集元：公的機関・大学・大手メディア優先など]
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Fast/ DeepResearchĶẠėŚ ĹƣƁƙƯƵƙƊ

NotebookLM のソースを検索するためのプロンプトを考えてもらうために、汎用的に
使うことができるメタプロンプトの例です。

あなたは、「プロンプトマスター」です。以下の条件を元に、NotebookLM からウェブで新しいソースを

収集するためのプロンプトを作成してください。条件が足らない場合は、必要な情報を私に質問してく

ださい。但し、質問のやりとりはできるだけ少なくなるようにしてください。

# 利用する検索モード

FastResarch

# 出力形式

①目的、②調査条件をマークダウン形式で出力してください。

# 調査の目的

地方商店街が行う“夏祭りイベント”の来場者を増やすための方法

# 収集条件

①日本全国の事例を集めてください

②直近3年間の情報を収集してください

③公的機関やシンクタンクなどの信頼できる情報を中心に収集してください

Ạ ɋ
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ソース収集後、そのソースから必要な情報を収集し、様々な「型」で情報を整理します。
このとき、NotebookLM に入力するプロンプトがポイントになります。

「〇〇〇」について、専門知識を持たない高校生にもわかるように解説してください。

専門用語は極力避け、日常生活の例（料理、スポーツ、交通システムなど）に例え

て説明してください。

Ῑ δ и

出力される内容が長い、また、理解するのが難しい場合は、上記
のプロンプトを参考に質問をすると、簡潔かつ理解しやすい文章
で出力してくれます。
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1.NotebookLM

アジェンダ

2.NotebookLM Ạ

4. Ỗ ˋ

3.NotebookLM Ạ Ỗ
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ỖĽ ˋ

ƑƭŹƏ:ŹƩƵľžƯĶľĹē

ソースを元に情報を出力してくれますが、情報を繋ぎ合わせて出力するので、ハルシネー

ション（デタラメ）が発生することがあります。出力された内容には、引用元が示されるので、

ファクトチェックが大切です。

Ɨť:Ƌƒƅűה“ỖĽ ˋỎ᷆

出力された内容について、気になる点があればフィードバックを送信することができます

（歯車マークの設定アイコンからの送信や高評価、低評価アイコン）。但し、場合によって、

人間のレビュアーがユーザーの情報を確認することがあるので、共有したくない情報は、

フィードバックを送信しないでください。

[ 出典] https://support.google.com/notebooklm/answer/16179536

※【NotebookLM  ヘルプページから一部抜粋】

2
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ỖĽ ˋ

ṥᴪ”ϓ

利用する資料の著作権や、出力結果には注意が必要です。ネット上の有料記事や電子書

籍等は、利用規約によってAI での利用が禁止されている場合があります。また、「既存の

著作物の創作的表現を出力することを目的」として回答を生成した場合も注意が必要で

す。例えば、書籍を登録して、作風をまねた情報を出力すると著作権侵害に該当する場合

があります。

῾ ̠ĽƬŻű

「Google はお客様のプライバシーを重視しており、NotebookLM  のトレーニングに個人

データを使用することは一切ありません。」（2025 年11 月時点）と明記されています。一方

で、誤った操作、例えば不特定多数への共有設定で情報が公開されてしまう場合もあるの

で、使い方には注意が必要です。

3

4
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Ľ‪ř ř

ĽŶ:ƭ

NotebookLMĽѯ ĹẠē šὌ ĨŚ



ご清聴ありがとうございました！
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